
聴覚の問題
発達障害の当事者の多くが、⽇常⽣活の中で様々な感覚の問題をお持ちであることが
知られています。過去に本研究室で⾏った研究から、その中でも最もつらい感覚の問題
として、聴覚（⾳）にまつわる問題が多いこと、またその多くは「特定の⾳や⼤きい⾳が
つらい」という聴覚の過敏と「騒がしい環境では話している相⼿の声を聞き取るのが
難しい」という選択的聴取の困難に分類されることがわかりました。
現在、こうした聴覚の問題を解決するための⼿法について研究を進めております。

発達障害者の聴覚の問題とその軽減を目指す研究

聴
覚
に
ま
つ
わ
る
問
題
を
詳
し
く
調
べ
︑

そ
の
解
決
を
⽬
指
し
ま
す

発達障害の方で特に問題になる聴覚過敏について、その特性を調査したり、
支援のためのシステムを開発する研究を行っております。
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研究１︓聞こえの問題の解明と解決を⽬指す研究

研究２︓聴覚過敏の問題を緩和する知覚体験補正システム
 

Fig.3.　本研究の実験方法・目標

ASD者の聴覚特性・神経基盤を解明→解決法の開発へ

 

研究１ 心理物理実験

刺激音の時間順序判断聴覚特性評価

研究 2 fMRI 脳機能解析

原因領域同定・機能解析
脳血流の変化計測

研究 3 脳波ニューロフィードバック

聴覚特性への効果を介入前後比較
聴覚刺激による脳内応答制御
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脳波

⾳を判別する実験

困りごとの聞き取り調査

脳機能を調べる実験

⾃閉症マウスの実験

研究にご協⼒いただける⽅を募集しています︕

専⽤のスマホアプリを使い、⾳ vs 感じ⽅のデータを収集する

集めたデータをもとに……

⾳への⾟さに関する分析 まったく新しい⽀援機器の開発へ
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参加者募集に関する連絡先
→ dds_exp@rehab.go.jp
（左のQRコードからも
お問い合わせいただけます）


